
　
　

は
じ
め
に

　

伊
丹
家
は
、
坪
田
譲
治
の
姉
政
野
の
嫁
ぎ
先
で
あ
り
、
天
満
（
現
岡
山
市
北

区
御
津
紙
工
）
に
あ
る
医
者
の
家
系
で
あ
る
。
政
野
の
結
婚
相
手
で
あ
る
伊
丹

東
慶
は
、
天
満
伊
丹
家
に
お
い
て
第
四
代
目
と
な
る
医
者
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
伊
丹
家
が
、
坪
田
譲
治
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
点
は
、
ま
ず
作
家

論
の
要
素
に
お
い
て
、
譲
治
が
作
家
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
る
前
の
昭
和
四
年

か
ら
昭
和
八
年
ま
で
の
間
、
東
京
に
住
む
妻
子
を
養
う
必
要
の
た
め
に
岡
山
の

実
家
が
営
む
島
田
製
織
所
の
社
員
と
し
て
勤
め
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
作
家

と
し
て
大
成
で
き
な
い
こ
と
か
ら
の
苦
慮
と
会
社
経
営
の
困
難
さ
の
な
か
で
、

伊
丹
家
の
人
々
や
天
満
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
心
の
救
い
と
な
っ
て
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
作
品
論
の
視
点
に
お
い
て
も
、
伊
丹
家
の
人
々
や
天

満
の
土
地
が
モ
デ
ル
と
な
る
作
品
に
は
、
譲
治
の
心
救
わ
れ
た
思
い
と
深
く
絡

ん
だ
作
品
の
テ
ー
マ
が
指
摘
で
き
る
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
譲
治
作
品
の
舞
台
と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
島
田
（「
坪
田

譲
治
作
品
の
舞
台
―
島
田
―
」『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
』
第

二
十
七
巻
第
一
号　

平
成
十
五
年
三
月
）、
譲
治
生
家
（「
坪
田
譲
治　

作
品
の

舞
台
―
譲
治
生
家
―
」『
清
心
語
文
』
第
12
号　

平
成
二
十
二
年
九
月
）、
坪

田
本
家
（「
坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台
―
坪
田
本
家
―
」『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
五
巻
第
一
号　

平
成
二
十
三
年
三
月
）、
東
京
・

西
池
袋
の
自
宅
（「
坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台
―
東
京
・
西
池
袋
の
自
宅
と
「
び

わ
の
実
文
庫
」
―
」　
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
六
巻
第

一
号　

平
成
二
十
四
年
三
月
）
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
順
次
公
表
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
に
続
い
て
今
回
の
伊
丹
家
調
査
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
十
数
年
間
、

調
査
を
徐
々
に
進
め
る
な
か
で
、
当
初
は
土
塀
に
囲
ま
れ
た
敷
地
に
は
離
れ
と

蔵
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
伊
丹
家
墓
所
は
平
成
二
十
年
に
移
設
さ
れ
、
伊
丹

家
の
敷
地
は
平
成
二
十
九
年
に
更
地
と
な
っ
て
手
放
さ
れ
、
現
在
で
は
天
満
の

地
に
伊
丹
家
の
痕
跡
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
態
を
留
め
る
べ
く
こ

れ
ま
で
の
調
査
の
全
貌
を
ま
と
め
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
伊
丹
家
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
坪
田
譲
治
の
三

男
で
あ
る
故
坪
田
理
基
男
氏
が
、
父
譲
治
の
老
衰
の
た
め
本
人
の
証
言
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
た
あ
と
に
、
文
献
と
親
戚
へ
の
取
材
に
よ
っ
て
得
た
情
報
と
思

い
出
を
ま
と
め
た
「
伊
丹
家
の
人
び
と
」（『
坪
田
譲
治
作
品
の
背
景
』
昭
和

五
十
九
年
四
月　

理
論
社
）
が
あ
る
（
本
稿
に
お
け
る
坪
田
理
基
男
氏
の
引
用

は
す
べ
て
こ
の
著
書
に
よ
る
）。
ま
た
、
加
藤
章
三
氏
と
筆
者
と
で
「
解
説
」

を
担
当
し
た
文
学
散
歩
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
六
日
）
の
際
の
資
料
と
記
録

紀　

要　

第
四
十
三
巻　

第
一
号
（
通
巻
五
十
四
号
）
一
五
〜
三
一
（
二
〇
一
九
）

坪
田
譲
治
　
作
品
の
舞
台

　
　
　
　
　

︱︱
 

天
満
・
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丹
家
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山
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坪
田
譲
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品
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台

　
　

作
品
に
登
場
す
る
伊
丹
家
の
人
々
と
天
満
の
舞
台

　
　
　
　
　
「
バ
ケ
ツ
の
中
の
鯨
」（
原
題
「
鯨
」
昭
和
六
年
初
出
）

　

ま
ず
、
譲
治
の
文
学
作
品
に
お
い
て
、
伊
丹
家
の
人
が
モ
デ
ル
と
し
て
登
場

す
る
の
は
、
童
話
で
は
「
バ
ケ
ツ
の
中
の
鯨
」（『
赤
い
鳥
』
昭
和
六
年
五
月
号

に
題
名
「
鯨
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
後
、「
バ
ケ
ツ
の
中
の
鯨
」
と
改
題
し
て

童
話
集
『
魔
法
』（
昭
和
十
年
七
月　

健
文
社
）
に
収
録
。『
坪
田
譲
治
全
集
』

第
七
巻
（
昭
和
五
十
二
年
八
月
）
に
所
収
）
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
の
主
人
公
は
、六
歳
の
「
伊
丹
良
介
」
で
あ
る
。
父
親
の
名
は
「
伊

丹
春
慶
」
で
あ
り
、
作
品
冒
頭
で
良
介
は
、
父
親
が
医
者
で
あ
る
と
言
い
、「
ぼ

く
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
医
者
さ
ん
に
な
る
ん
だ
」
と
い
ば
っ
て
話
す
。
家

族
に
は
他
に
母
親
と
「
春
子
」
と
い
う
姉
が
お
り
、
そ
こ
に
「
叔
父
さ
ん
」
が

や
っ
て
く
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
物
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
ま
さ
に
「
伊
丹
」
と
い
う
姓

が
用
い
ら
れ
、
か
つ
父
親
が
医
者
で
あ
る
と
い
う
設
定
か
ら
、
ま
ず
は
こ
の
父

親
の
モ
デ
ル
は
、
譲
治
の
姉
政
野
が
嫁
い
だ
伊
丹
東
慶
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま

た
、
主
人
公
良
介
と
そ
の
姉
は
、
東
慶
と
政
野
の
三
男
四
女
の
子
ど
も
の
な
か

の
二
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
鯨
」
が
ち
ょ
う

ど
初
出
年
の
昭
和
六
年
頃
に
書
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
伊
丹
家
に
は
、
譲
治
が

接
し
て
い
た
頃
に
、
作
中
の
良
介
の
六
歳
と
い
う
年
齢
に
最
も
近
い
実
在
の
存

在
と
し
て
は
、
末
の
息
子
で
あ
る
敬
太
が
い
た
。
こ
の
敬
太
は
大
正
十
三
年
頃

の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
介
の
モ
デ
ル
は
敬
太
で
あ
る
可
能
性
が
高
か

ろ
う
。
し
か
も
、
譲
治
の
三
男
で
あ
る
理
基
男
氏
は
著
書
『
坪
田
譲
治
作
品
の

背
景
』
に
お
い
て
、
敬
太
に
つ
い
て
「
私
よ
り
一
つ
年
下
だ
と
い
う
敬
太
と
い

を
掲
載
し
た
「
坪
田
譲
治　

文
学
散
歩
Ⅱ
―
金
川
・「
天
満
の
里
」
を
歩
く
―
」

（『
坪
田
譲
治
文
学
研
究　

会
報　

善
太
三
平
』第
16
号　

平
成
二
十
一
年
七
月
）

が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
伊
丹
家
に
つ
い
て
の
全
貌
を
本
格
的
研
究
と
し
て

網
羅
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
す
で
に
判
明
し
て
い
る
点
に
新
資
料
や
現
場
で
の

取
材
に
よ
る
新
情
報
を
加
え
て
系
統
的
に
整
理
し
、
譲
治
に
と
っ
て
の
伊
丹
家

の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
伊
丹
家
や
天
満
が
背
景
と
な
っ
て
描
か
れ
た
譲
治

文
学
の
作
品
理
解
を
深
め
る
要
素
を
指
摘
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
い
。
そ

の
際
、
本
稿
で
の
新
資
料
・
新
情
報
と
し
て
具
体
的
に
は
、
伊
丹
家
の
直
系
に

あ
た
る
伊
丹
仁
朗
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
由
緒
書
「
伊
丹
氏
族
」
や
証
言
を

は
じ
め
、
天
満
の
地
元
で
長
年
伊
丹
家
を
管
理
し
て
き
た
本
郷
寛
武
氏
か
ら
の

情
報
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
情
報
か
ら
の
成
果
と
な
っ
た
末
尾
の
「
伊
丹

家
図
」
は
、
建
築
を
専
門
と
す
る
宮
嶋
泰
明
氏
が
平
成
三
十
年
六
月
に
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
在
り
し
日
の
伊
丹
家
を
調
査
し
図
面
で
再
現

す
る
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
四
年
か
ら
八
年
ま
で
岡
山
に
滞
在
し
た
際
の
譲
治
の

伊
丹
家
の
印
象
を
重
視
し
つ
つ
、
か
つ
確
認
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
確
実
な
年

代
と
し
て
昭
和
十
年
頃
を
設
定
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
伊
丹
東
慶
の

孫
で
あ
る
伊
丹
仁
朗
氏
に
は
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
に
宮
嶋
泰
明
氏
と
と

も
に
取
材
を
し
、
伊
丹
仁
朗
氏
の
監
修
の
協
力
を
得
て
、
宮
嶋
氏
の
作
成
に
よ

る
「
伊
丹
家
図
」
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
本
稿
全
体
に
お
い
て
、
末
尾
に
挙
げ
た
「
天
満
古
地
図
」（「
五
万
分

の
一
地
形
図
（
岡
山
北
部
）」
明
治
三
十
年
測
図
大
正
十
四
年
第
二
回
修
正
測

図　

大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部　

昭
和
四
年
四
月
三
十
日
発
行
）
と
「
天
満
伊

丹
家
と
坪
田
家　

家
系
図
」（
筆
者
作
成
）、
お
よ
び
写
真
七
点
を
随
時
参
照
さ

れ
た
い
。



山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

一
七

和
五
十
三
年
一
月　

新
潮
社
）
所
収
）。

　

登
場
人
物
で
あ
る
善
太
と
三
平
の
父
親
の
造
形
に
は
、
実
際
に
譲
治
が
岡
山

の
実
家
の
経
営
す
る
会
社
に
勤
め
て
い
た
経
験
が
反
映
し
て
い
る
。
実
際
に
譲

治
は
こ
の
島
田
製
織
所
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
た
昭
和
初
期
に
お
い
て
、

天
満
の
伊
丹
家
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
（〈
写
真
１
〉
参
照
）。
こ
の
作
品
に

お
い
て
父
親
が
困
っ
た
と
き
に
借
金
を
依
頼
し
て
い
る
「
宇
甘
」
と
呼
ば
れ
る

人
物
は
、
譲
治
が
実
際
に
こ
の
会
社
の
社
長
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
姉
の
夫
伊

丹
東
慶
を
頼
っ
て
い
た
事
実
か
ら
、
伊
丹
東
慶
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　　
　
　
　
　
「
風
の
中
の
子
供
」（
昭
和
十
一
年
初
出
）

　
「
風
の
中
の
子
供
」
は
、「
お
化
け
の
世
界
」
が
文
壇
に
お
い
て
好
評
を
博
し

た
あ
と
の
新
聞
連
載
小
説
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
九
月
五
日
か
ら
同
年
十
一
月

六
日
ま
で
全
三
十
八
回
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
新
聞
と
い
う
媒
体
に
よ
っ
て
、
坪

田
文
学
は
、
よ
り
世
間
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
単
行
本

と
し
て
『
風
の
中
の
子
供
』（
昭
和
十
一
年
十
二
月　

竹
村
書
房
）
が
刊
行
さ

れ
た
の
ち
、『
風
の
中
の
子
供
（
昭
和
名
作
選
集
）』（
昭
和
十
四
年
五
月　

新

潮
社
）
な
ど
数
種
の
出
版
社
か
ら
同
題
名
の
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ

の
う
え
、
こ
の
作
品
は
翌
昭
和
十
二
年
に
は
松
竹
映
画
（
清
水
宏
監
督
）
に
よ

り
上
映
さ
れ
る
こ
と
で
一
層
人
気
を
増
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
二
年
に
は
文

部
省
選
定
で
作
成
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
と
そ
れ
に
対
応
し
た
朗
読
台
本

が
存
在
し
た
こ
と
も
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
も
評
価
さ
れ
続
け
た
こ
と
が

わ
か
る
（
日
本
工
藝
株
式
会
社　

イ
ラ
ス
ト
中
山
正
美
）。
こ
れ
ら
の
現
物
は
、

平
成
三
十
年
二
月
に
「
文
学
と
岡
山
」
製
作
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
・
復
元
さ

う
末
の
息
子
」（
一
六
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
に
妻
子
を
残

し
て
岡
山
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
た
譲
治
に
と
っ
て
、
敬
太
は
、
譲
治
の
幼
い

三
男
へ
の
思
い
を
重
ね
な
が
ら
愛
情
を
注
い
で
い
た
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
姉
の
春
子
の
モ
デ
ル
は
、
後
述
す
る
「
風
の
中
の
子
供
」
に
登

場
す
る
美
代
子
の
モ
デ
ル
が
伊
丹
家
の
娘
不
二
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
定
説

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
春
子
の
モ
デ
ル
も
不
二
子
で
あ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
作
中
で
伊
丹
家
に
遊
び
に
来
る
叔
父
さ
ん
に
つ
い

て
は
、「
町
か
ら
叔
父
さ
ん
が
や
っ
て
来
」
た
と
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
モ
デ
ル
は
譲
治
自
身
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
環
境
面
か
ら
、
こ
の
「
バ
ケ
ツ
の
中
の
鯨
」
の
舞
台
が
天
満
の
伊
丹

家
で
あ
る
要
素
を
指
摘
す
る
と
、「
あ
す
こ
の
山
」
と
い
う
山
々
が
近
い
描
写
や
、

ま
た
「
あ
す
こ
の
橋
の
下
」
に
「
ハ
ヤ
」
が
釣
れ
る
川
が
あ
る
と
い
う
描
写
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
山
々
に
囲
ま
れ
た
天
満
と
い
う
地
域
に
は
宇
甘
川
に

天
満
橋
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
環
境
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
少
年
が
「
松
の
木
に
上
」
る
と
い
う
場
面
は
、
伊
丹
家
を
舞
台

と
す
る
作
品
に
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
譲
治
が
伊
丹
家
の
思
い

出
か
ら
喚
起
す
る
象
徴
的
な
場
面
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
「
お
化
け
の
世
界
」（
昭
和
十
年
初
出
）

　

そ
れ
ま
で
譲
治
が
大
学
時
代
か
ら
作
家
を
目
指
し
始
め
て
二
十
年
ほ
ど
の

間
、
な
か
な
か
作
家
と
し
て
芽
が
出
な
か
っ
た
な
か
で
、「
お
化
け
の
世
界
」

は
、山
本
有
三
の
導
き
で
『
改
造
』（
初
出　

昭
和
十
年
三
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
、

四
十
五
歳
に
な
っ
た
年
に
文
壇
か
ら
よ
う
や
く
注
目
さ
れ
は
じ
め
作
家
と
し
て

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
小
説
で
あ
る
（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
一
巻
（
昭



一
八

山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

　

こ
こ
で
、
三
平
と
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
」
が
渡
っ
た
橋
は
「
天
満
橋
」
で
あ

り
、
そ
の
川
と
は
「
宇
甘
川
」
で
あ
る
。
こ
の
伯
父
の
家
の
描
写
は
、
本
稿
末

尾
の
〈
写
真
６
〉
と
「
伊
丹
家
図
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
小
説
の

表
現
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

そ
の
う
え
、
三
平
が
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
の
家
の
周
辺
で
奔
放
な
行
動
を
と
っ

て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
な
か
、
家
の
付
近
で
は
、
三
平
が
い
な
く
な
る
と
い

う
騒
ぎ
の
す
え
、
三
平
が
「
土
蔵
の
側
の
三
間
も
あ
る
高
い
松
」
に
登
っ
て
枝

に
腰
掛
け
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
と
い
う
松
の
木
の
存
在
に
つ
い
て
も
「
伊
丹

家
図
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
先
の
描
写
に
あ
っ
た
宇
甘
川
と
見
ら
れ
る
川
で
は
、
三
平
が
盥
の

船
に
乗
っ
て
流
さ
れ
る
騒
ぎ
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
る
。

　
　

�　

こ
の
河
原
を
五
町
も
下
れ
ば
、
そ
こ
は
本
流
の
大
河
で
、
高
瀬
舟
な
ど

が
通
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に
淵
も
あ
れ
ば
、
滝
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
淵
に
は
渦
も
巻
い
て
い
た
。（『
同
』
三
六
頁
）

　

こ
の
「
本
流
の
大
河
」
は
旭
川
で
あ
り
、
宇
甘
川
が
旭
川
と
合
流
す
る
場
で

は
、
二
つ
の
川
に
挟
ま
れ
た
地
に
、
譲
治
が
か
つ
て
通
っ
た
「
金
川
中
学
」
が

あ
る
。
そ
の
旭
川
を
下
れ
ば
、
川
は
岡
山
市
内
を
流
れ
る
西
川
用
水
を
経
由
し

て
岡
山
駅
付
近
で
能
登
川
（
大
川
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
分
か
れ
入
り
、
能
登
川

は
譲
治
の
家
の
あ
る
島
田
（
現
岡
山
市
北
区
島
田
本
町
）
に
至
る
こ
と
も
作
品

中
で
密
か
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
。

　

こ
の
引
用
に
続
い
て
、
川
で
流
さ
れ
る
三
平
を
探
す
こ
と
に
な
る
「
鵜
飼
の

お
じ
さ
ん
」
の
登
場
が
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
は
山
村
ば
か
り
な
の
で
、
往
診
と

い
う
の
に
は
、
馬
に
乗
っ
て
出
か
け
て
い
た
。
丁
度
、
そ
の
子
供
達
の
騒
い
で

い
る
時
、
河
の
土
手
を
通
り
か
か
っ
た
」
と
描
か
れ
る
。
こ
の
馬
で
の
往
診
に

つ
い
て
も
、
伊
丹
東
慶
の
実
際
の
往
診
の
姿
に
重
な
る
。

れ
、
同
年
七
月
の
本
学
附
属
図
書
館
「
坪
田
譲
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
の
展
示

お
よ
び
本
学
学
生
「
ツ
ボ
ジ
ョ
ー
ワ
ー
ル
ド
探
検
隊
」
の
作
成
し
た
坪
田
譲
治

紹
介
冊
子
や
活
動
の
な
か
で
公
表
し
て
い
る
（
山
根
知
子
研
究
室
蔵
）。

　

の
ち
に
こ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
譲
治
は
、「「
お
化
け
の
世
界
」
と
「
風

の
中
の
子
供
」
の
好
評
で
、
永
い
あ
い
だ
暗
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
私
の
文

学
の
道
の
前
途
に
一
条
の
光
明
が
か
が
や
き
は
じ
め
、
苦
闘
の
時
代
も
よ
う

よ
う
報
い
ら
れ
て
来
た
」（「
あ
と
が
き
」『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
三
巻　

昭
和

五
十
二
年
九
月　

新
潮
社
）
と
記
し
て
い
る
。

　

作
中
の
人
物
と
し
て
は
、「
お
化
け
の
世
界
」
と
同
様
に
、
善
太
と
三
平
の

父
親
と
し
て
会
社
勤
務
の
青
山
一
郎
が
登
場
す
る
。
父
青
山
一
郎
が
私
文
書
偽

造
の
容
疑
で
警
察
に
て
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
間
、
三
平
は
一
人
で
、
伯
父

で
あ
る
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
」
に
預
け
ら
れ
る
。
そ
の
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
」

の
モ
デ
ル
も
ま
た
伊
丹
東
慶
で
あ
る
。
こ
の
伯
父
は
、「
八
の
字
髭
を
は
や
し

て
い
る
」（〈
写
真
２
〉
参
照
）
と
い
う
風
貌
や
「
山
奥
で
お
医
者
さ
ん
を
し
て

い
る
」
こ
と
な
ど
、
伊
丹
東
慶
と
の
符
合
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
風
の
中
の
子
供
」
に
お
け
る
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
」
の
医
者
と

し
て
の
家
の
構
え
を
は
じ
め
、
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
伊
丹
家
の
あ
る
天

満
の
風
土
と
一
致
す
る
こ
と
が
、
三
平
が
初
め
て
鵜
飼
家
を
訪
れ
る
次
の
描
写

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　

�　

バ
ス
に
乗
っ
て
五
里
。
バ
ス
か
ら
下
り
て
、
瀬
の
音
の
高
い
橋
を
渡
っ

た
。
川
は
か
な
り
の
幅
で
流
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
道
は
谷
間
に
向
っ
て

は
い
っ
て
行
く
。
二
町
も
歩
く
と
、
山
を
後
ろ
に
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
の
家

が
あ
る
。
大
き
な
茅
葺
の
母
屋
、
両
脇
に
離
れ
と
診
察
所
の
瓦
屋
根
、
離

れ
の
後
は
白
壁
の
土
蔵
、
土
蔵
の
戸
口
に
太
い
高
い
松
の
木
、（
後
略
）

（『
坪
田
譲
治
全
集
』第
三
巻　

昭
和
五
十
二
年
九
月　

新
潮
社　

三
〇
頁
）



山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

一
九

担
い
、岡
山
と
大
阪
支
店
勤
務
と
で
大
正
十
二
年
ま
で
の
約
四
年
間
を
過
ご
す
。

こ
の
と
き
す
で
に
社
内
の
人
間
関
係
に
お
い
て
軋
轢
を
感
じ
て
い
た
譲
治
は
、

本
来
戻
る
べ
き
文
学
の
世
界
に
心
惹
か
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　

大
正
十
二
年
よ
り
一
旦
会
社
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
譲
治
は
、
東
京
の
自

宅
に
て
創
作
に
専
念
し
、大
正
十
五
年
に
は
最
初
の
短
編
集
『
正
太
の
馬
』（
春

陽
堂
）
を
刊
行
し
、
昭
和
二
年
に
は
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
童
話
を
掲
載
し

始
め
る
な
ど
作
家
と
し
て
の
礎
を
築
い
て
い
く
が
、
す
で
に
子
ど
も
は
三
人
と

な
り
妻
子
を
養
う
生
活
は
苦
し
く
な
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
昭
和
四
年
六
月
に
は
、
妻
子
在
京
の
ま
ま
再
び
岡
山
に
戻
り
、

島
田
製
織
所
に
勤
務
を
す
る
が
、
翌
昭
和
五
年
に
一
族
の
長
で
あ
っ
た
長
男
の

兄
醇
一
が
会
社
経
営
の
人
間
関
係
の
も
つ
れ
の
苦
し
み
か
ら
自
殺
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
六
年
に
は
次
男
で
あ
る
譲
治
が
島
田
製
織
所
専
務
取
締

役
に
就
任
し
た
。
そ
の
当
時
、
姉
の
夫
で
あ
る
伊
丹
東
慶
は
、
天
満
で
の
医
者

の
傍
ら
、
島
田
製
織
所
の
社
長
を
務
め
て
い
た
。

　

こ
の
昭
和
六
年
に
は
、『
赤
い
鳥
』
が
約
二
年
間
休
刊
し
た
の
ち
に
復
刊
し

た
こ
と
で
、
岡
山
か
ら
原
稿
を
送
っ
て
童
話
の
発
表
を
再
び
開
始
し
て
い
る
。

そ
の
復
刊
後
二
作
目
に
寄
せ
た
童
話
が
「
鯨
」（
の
ち
に
改
題
し
て
「
バ
ケ
ツ

の
中
の
鯨
」）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
岡
山
時
代
に
書
か
れ
た
「
鯨
」
は
、

伊
丹
家
と
の
交
流
の
な
か
で
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。

　

専
務
取
締
役
に
な
っ
た
譲
治
は
、
自
殺
を
し
た
兄
の
苦
し
み
を
追
体
験
す
る

よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
る
な
か
、
こ
の
頃
、
自
ら
の
心
の
癒
し
を
求
め
て
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
休
み
に
は
自
然
の
な
か
に
憩
い
た
い
と
い
う
思
い
が
、
昭

和
七
年
の
「
秋
ご
ろ
か
ら
釣
り
の
味
を
覚
え
、
し
き
り
に
山
の
池
に
出
か
け

る
よ
う
に
な
る
」（「
坪
田
譲
治
年
譜
」『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
十
二
巻　

昭
和

五
十
三
年
五
月　

新
潮
社
）
と
い
う
行
為
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
末

　

さ
ら
に
、作
品
で
は
三
平
が
伯
父
の
娘
で
あ
る
美
代
子
と
と
も
に
「
山
の
池
」

に
行
く
情
景
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　

そ
の
う
ち
、
山
の
池
の
側
に
出
た
の
で
あ
る
。
谷
間
の
一
方
に
高
い
堤

が
あ
っ
て
三
方
は
山
の
斜
面
で
、
高
い
木
が
茂
っ
て
い
た
。
水
に
は
そ
の

木
々
が
映
り
、
蒼
々
と
深
く
、
物
凄
さ
に
三
平
も
い
ば
る
こ
と
を
忘
れ
た
。

（『
同
』
三
九
頁
）

　

こ
の
描
写
に
符
合
す
る
池
が
、
譲
治
の
し
ば
し
ば
釣
り
に
訪
れ
た
「
入
野
池

（
い
ん
の
い
け
）」
で
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
七
年
に
撮
影
さ
れ
た
譲
治
の
「
入
野

池
」
で
の
釣
り
の
写
真
（〈
写
真
３
〉
参
照
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で

に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
入
野
池
は
、
明
治
三
十
四
年
の
旱
魃
に
際
し
て
村
人
た
ち
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
七
年
に
人
工
的
に
新
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
　

作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
天
満
伊
丹
家
へ
の
譲
治
の
思
い

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
成
立
し
た
頃
の
譲
治
に
と
っ
て
、
こ
う
し
て
作
品

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
天
満
と
い
う
土
地
や
伊
丹
家
の
存
在
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
を
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
譲
治
が
作
家
を
目
指
し
な
が
ら
葛

藤
を
重
ね
た
人
生
の
流
れ
の
な
か
で
、
そ
の
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
ろ
う
。

　

譲
治
は
大
正
四
年
六
月
、
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
作
家
を
目
指
し
つ
つ
、
翌

大
正
五
年
に
は
結
婚
し
、
長
男
が
生
ま
れ
、
現
東
京
都
豊
島
区
に
居
を
構
え
る
。

　

雑
誌
『
黒
煙
』『
地
上
の
子
』
に
関
わ
り
、
作
品
を
寄
稿
し
始
め
る
な
か
で
、

大
正
八
年
に
は
、
母
と
兄
の
要
請
に
よ
り
実
家
の
家
業
島
田
製
織
所
の
仕
事
を



二
〇

山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

う
一
つ
の
世
界
が
、
人
間
的
で
豊
か
な
心
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
実
感

を
も
つ
空
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
人
生
と
の
関
係
を
基
盤
に
据
え
て
の
作
品
の
位
置
づ
け
を
踏

ま
え
、
次
に
伊
丹
家
へ
の
譲
治
の
思
い
を
さ
ら
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
調
査
結

果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
　

姉
政ま
き
の野

　

伊
丹
家
に
嫁
入
り
す
る
こ
と
に
な
る
譲
治
の
姉
は
、
譲
治
よ
り
四
歳
年
上
で

あ
り
、
四
男
一
女
の
兄
弟
の
唯
一
の
女
性
で
あ
っ
た
（
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

十
一
日
没　

享
年
九
十
三
歳
）。

　

譲
治
の
作
品
で
は
、
随
筆
「
女
の
美
し
さ
」（
初
出　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和

三
十
九
年
二
月
九
日
）
に
、
政
野
の
女
学
校
時
代
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　

私
が
十
二
三
の
時
と
思
わ
れ
ま
す
。
六
十
年
も
昔
で
す
。
姉
が
岡
山
の

女
学
校
と
云
う
の
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姉
の
卒
業
の
時
の
記
念
写

真
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
写
真
を
中
に
し
て
、
三
四
人
の
姉
の

友
達
が
、
額
を
集
め
て
、
議
論
し
て
い
ま
し
た
。（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第

十
二
巻　

昭
和
五
十
三
年
五
月　

新
潮
社　

三
四
四
頁
）

　

政
野
が
通
っ
た
と
い
う
女
学
校
は
、
現
在
の
岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
等
学
校

の
前
身
に
あ
た
る「
岡
山
高
等
女
学
校
」で
あ
る
こ
と
が
、同
校
の『
会
員
名
簿
』

（
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
版　

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
等
学
校
同
窓
会
）
の
「
明

治
37
年
卒
業
（
本
科
第
２
回
）」
の
欄
に
「
伊
丹
（
坪
田
）
政
野
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
譲
治
の
年
譜
上
（「
坪
田
譲
治
年
譜
」『
坪
田
譲
治
全
集
』
十
二

巻　

昭
和
五
十
三
年
五
月　

新
潮
社
）
で
は
、
結
婚
ま
で
の
政
野
の
記
述
に

の
写
真
で
は
、
天
満
に
お
け
る
ス
ー
ツ
姿
の
譲
治
〈
写
真
１
〉
は
、
社
長
で
あ

る
伊
丹
東
慶
と
の
仕
事
上
の
関
係
で
天
満
を
訪
れ
た
際
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
昭

和
七
年
頃
と
さ
れ
る
〈
写
真
３
〉
で
は
、
し
き
り
に
出
か
け
た
と
い
う
「
山
の

池
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
天
満
の
「
入
野
池
」
で
の
譲
治
の
姿
が
認
め

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
譲
治
の
天
満
へ
の
思
い
は
、

仕
事
面
の
必
要
も
あ
り
な
が
ら
、
私
的
な
釣
り
も
楽
し
み
、
自
然
の
な
か
で
癒

さ
れ
る
要
素
を
強
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
妻
子
を
東
京
に
お
い

て
い
る
譲
治
に
と
っ
て
、
伊
丹
家
の
家
庭
と
の
交
わ
り
は
心
が
温
か
く
解
放
さ

れ
る
場
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
、
岡
山
か
ら
『
赤
い
鳥
』
へ
の
童
話
原

稿
を
送
る
作
品
執
筆
の
際
に
、
自
然
の
な
か
で
伸
び
伸
び
と
し
た
子
ど
も
本
来

の
姿
を
見
出
す
貴
重
な
場
が
、
伊
丹
家
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
そ
の
ま
な
ざ
し
が
、
童
話
「
鯨
」
の
内
容
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　

続
い
て
の
昭
和
八
年
七
月
に
は
、
譲
治
が
株
主
総
会
に
お
い
て
島
田
製
織
所

の
取
締
役
を
策
謀
に
よ
り
落
と
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
そ
の
た
め
に

譲
治
は
心
痛
め
な
が
ら
即
日
上
京
し
、
そ
の
後
生
活
の
た
め
の
苦
闘
の
な
か
で

再
び
貧
困
に
あ
え
ぐ
作
家
生
活
に
入
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
先
に
触
れ
た
昭
和
十
年
発
表
の
「
お
化
け
の
世
界
」
と

昭
和
十
一
年
発
表
の
「
風
の
中
の
子
供
」
に
は
、
い
ず
れ
も
会
社
で
の
苦
悩
の

日
々
と
株
主
総
会
で
の
事
件
が
素
材
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
大

人
の
世
界
の
現
実
の
な
か
で
、
両
作
品
と
も
に
子
ど
も
の
い
の
ち
の
伸
び
や
か

さ
と
心
の
救
い
の
あ
り
か
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、当
時
の
譲
治
に
と
っ
て
、

岡
山
に
お
け
る
島
田
と
天
満
の
二
地
点
に
あ
っ
て
、
島
田
で
の
利
害
の
絡
む
大

人
の
現
実
的
生
活
に
対
し
て
、
天
満
伊
丹
家
の
子
ど
も
た
ち
と
自
然
に
よ
る
も



山
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坪
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作
品
の
舞
台

二
一

教
信
者
に
な
っ
て
帰
国
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
譲
治
の
母
幸
は
、
そ
こ

で
、当
時
の
不
受
不
施
派
の
管
長
で
坪
田
家
に
出
入
り
の
あ
っ
た
日
寿
上
人
に
、

結
婚
相
手
の
相
談
を
し
て
い
た
。

　

譲
治
の
記
述
で
は
、「
兄
弟
仲
よ
く
」（
初
出　
『
新
潮
』
昭
和
三
十
六
年
七

月
号
）
と
題
さ
れ
た
文
章
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

そ
の
頃
、
姉
に
嫁
入
り
口
を
持
っ
て
来
る
人
が
、
毎
日
毎
日
や
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
の
度
、
母
は
こ
れ
ら
の
人
を
御
馳
走
す
る
っ
た
ら
あ
り
ま
せ

ん
。
中
で
も
一
人
の
お
坊
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
後
に
は
、
日

蓮
宗
の
小
さ
い
宗
派
の
管
長
さ
ん
に
な
っ
た
人
で
す
か
ら
、
き
っ
と
偉
い

人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
人
が
度
々
や
っ
て
来
ま
し
た
。（『
坪

田
譲
治
全
集
』
第
六
巻　

昭
和
五
十
三
年
三
月　

新
潮
社　

一
五
七-

一
五
八
頁
）

　

こ
の
文
章
に
続
い
て
、結
婚
が
決
ま
っ
た
際
に
は
「
式
を
私
の
家
で
や
っ
た
」

と
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
東
慶
の
住
む
天
満
の
村
は
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
信
者
が
多

い
村
で
、
坪
田
理
基
男
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
不
受
不
施
派
が
明
治
九
年
に
再

興
す
る
ま
で
扱
い
だ
っ
た
た
め
に
、
禁
教
を
解
か
れ
る
ま
で
の
伊
丹
家
は
「
信

者
の
子
弟
の
中
か
ら
、
希
望
す
る
者
や
選
ば
れ
た
者
を
、
不
受
不
施
派
の
僧
侶

に
教
育
す
る
隠
れ
家
」（
一
五
七
頁
）
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　

伊
丹
家
の
由
緒

　

こ
の
た
び
伊
丹
東
慶
の
孫
に
あ
た
る
伊
丹
仁
朗
氏
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
「
伊
丹
氏
族
」
由
緒
書
に
よ
る
と
、
伊
丹
家
の
先
祖
の
最
初
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
明
治
三
十
八
年
、
譲
治
十
五
歳
、
政
野
十
九
歳
の
夏
に
、「
岡
山

県
笠
岡
沖
の
片
島
に
姉
政
野
と
避
暑
」（
三
七
五
頁
）
と
あ
る
こ
と
と
、
明
治

四
十
年
、
譲
治
十
七
歳
、
政
野
二
十
一
歳
の
と
き
、
政
野
が
「
京
都
帝
大
病
院

に
入
院
、
そ
の
看
病
の
た
め
京
都
に
赴
き
一
か
月
ば
か
り
滞
在
、
京
都
の
方
々

を
見
物
す
る
」（
三
七
五
頁
）
と
あ
る
。

　

特
に
前
者
の
片
島
で
の
避
暑
に
つ
い
て
は
、
随
筆
「
少
年
薄
暮
（
片
島
）」

（
初
出
随
筆
集
『
班
馬
鳴
く
』　

昭
和
十
一
年
十
月　

主
張
社
）
に
て
、「
明
治

三
十
八
年
、
今
か
ら
二
十
幾
年
前
、
私
は
そ
こ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

女
学
校
を
出
た
姉
と
従
姉
の
お
供
を
し
て
、笠
岡
か
ら
小
さ
な
舟
に
乗
り
、ギ
ッ

チ
ラ
ギ
ッ
チ
ラ
と
、
船
頭
の
こ
ぐ
一
丁
の
艪
に
ゆ
ら
れ
、
舟
ば
た
か
ら
海
の
水

に
手
を
ひ
た
し
た
り
、
姉
達
の
謡
う
歌
に
声
を
合
わ
せ
た
り
、
水
上
に
跳
ね

る
魚
に
歓
声
を
上
げ
た
り
し
て
や
っ
て
行
っ
た
の
で
す
」（『
坪
田
譲
治
全
集
』

十
二
巻
一
〇
一
頁　

昭
和
五
十
三
年
五
月　

新
潮
社
）
と
描
か
れ
る
。

　

ま
た
、
後
者
の
京
都
行
き
に
つ
い
て
は
、
坪
田
理
基
男
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、

政
野
は
こ
の
と
き
「
神
経
衰
弱
を
わ
ず
ら
っ
た
」（
一
六
〇
頁
）
と
あ
る
。
ま

た
坪
田
理
基
男
氏
は
、
京
都
帝
大
病
院
に
ま
で
入
院
さ
せ
た
の
は
、
母
親
の
幸

が
年
頃
の
政
野
の
結
婚
に
つ
い
て
心
配
し
た
た
め
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　

不
受
不
施
派
の
縁
に
よ
る
伊
丹
東
慶
と
譲
治
の
姉
政
野
と
の
結
婚

　

こ
の
政
野
が
、
伊
丹
家
に
嫁
す
る
縁
は
、
坪
田
家
お
よ
び
伊
丹
家
の
信
仰
す

る
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
つ
な
が
り
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、
坪
田
譲
治
の
父
平
太
郎
は
譲
治
の
八
歳
の
と
き
に
亡
く

な
り
、
譲
治
よ
り
十
一
歳
年
上
の
長
男
醇
一
が
坪
田
家
を
継
い
で
い
た
が
、
明

治
三
十
九
年
に
ア
メ
リ
カ
留
学
を
し
た
際
に
、
神
学
校
へ
在
籍
し
て
キ
リ
ス
ト
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医
者
の
家
系
と
し
て
の
天
満
伊
丹
家

　

大
田
で
代
々
医
者
を
し
て
い
た
伊
丹
家
か
ら
分
家
し
た
天
満
伊
丹
家
は
、
天

満
で
医
者
の
家
系
と
し
て
定
着
を
し
、
医
療
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

天
満
に
分
家
を
し
た
伊
丹
善
平
に
よ
り
、
天
満
は
無
医
村
か
ら
、
医
者
が
い

る
村
と
な
っ
た
。
そ
の
漢
方
医
と
し
て
の
伊
丹
家
を
継
い
だ
の
が
、
伊
丹
東
庵

（
養
子　

明
治
十
五
年
九
月
四
日
没
）
で
あ
っ
た
。

　

東
庵
は
、
天
満
の
村
人
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
村
や
遠
い
村
の
人
々
か
ら
も
、

名
医
と
し
て
慕
わ
れ
た
。
こ
の
東
庵
に
は
、
後
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
養

子
と
し
て
迎
え
た
研
吉
（
明
治
四
十
年
八
月
三
十
一
日
没　

名
前
の
漢
字
表
記

は
、
坪
田
理
基
男
氏
の
著
書
に
よ
る
と
「
健
吉
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
「
伊
丹
氏
族
」
の
由
緒
書
に
表
記
さ
れ
て
い
る
「
研
吉
」
を
用
い
る
）
が
跡

を
継
い
だ
。
研
吉
は
、
そ
れ
ま
で
の
漢
方
医
で
は
な
く
、
岡
山
医
学
専
門
学
校

を
出
て
お
り
、
西
洋
医
学
に
よ
る
医
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
坪
田
理
基
男
氏

の
著
書
に
よ
る
と
、
研
吉
は
「
大
変
な
酒
好
き
」（
一
五
八
頁
）
の
た
め
、
先

代
の
東
庵
の
時
代
か
ら
家
の
財
政
を
傾
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
　

伊
丹
東と
う
け
い慶

　

研
吉
の
後
継
ぎ
と
し
て
は
、
医
者
を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
村
人
の
懇
願
も

あ
り
、
研
吉
の
長
男
で
あ
る
伊
丹
東
慶
（
昭
和
十
四
年
七
月
七
日
没　

享
年

五
十
五
歳
）
が
、
熊
本
医
学
専
門
学
校
で
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。

　

譲
治
の
記
述
で
は
、「
兄
弟
仲
よ
く
」（
初
出　
『
新
潮
』
昭
和
三
十
六
年
七

月
号
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
坪
田
家
も
東
慶
を
金
銭
的
に
支
え
て

　
　
　
　
　

伊
丹
氏
族

　
　

�
摂
津
国
河
辺
郡
伊
丹
荘
に
起
る
豪
族
に
し
て
藤
原
鎌
足
公
九
世
孫
鎮
守
府

将
軍
藤
原
利
仁
公
の
後
裔
な
り

　

こ
の
文
章
の
あ
と
、「
大
織
冠
鎌
足
／
内
大
臣
姓
に
藤
原
と
賜
う
」と
し
て
名
が

列
挙
さ
れ
る
。藤
原
鎌
足
を
は
じ
め
十
八
人
の
名
が
連
ね
ら
れ
る
な
か
で
鎌
倉
幕
府

の
御
家
人
加
藤
景
廉
の
名
が
見
ら
れ
、そ
の
二
代
あ
と
の
十
九
人
目
に
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、伊
丹
城
主
と
な
る
伊
丹
姓
が
称
さ
れ
始
め
た
と
い
え
る
。

　
　

景
親　
　
　
　
　
　

伊
丹
城
に
よ
り
て
伊
丹
兵
庫
頭
と
号
し
元
祖
と
す

　
　

伊
丹
大
和
守　
　
　

伊
丹
城
は
別
名
有
岡
城
と
も
い
い
代
々
居
城
と
な
す

　

こ
こ
か
ら
、
こ
の
伊
丹
家
の
先
祖
は
、
現
在
の
兵
庫
県
伊
丹
市
の
名
に
連
な

る
伊
丹
氏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
名
辞
典
に
よ
る
と
「
伊
丹
市
」
の
項
目

中
で
「
源
頼
朝
側
近
の
御
家
人
加
藤
景
廉
の
子
孫
を
称
す
る
伊
丹
氏
が
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
」（『
角
川
地
名
大
辞
典
28　

兵
庫
県
』角
川
書
店　

三
九
四
頁
）、

伊
丹
が
発
展
し
た
と
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
七
代
を
経
て
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
い
た
伊
丹
家
は
、
関
ヶ
原
以

後
、「
一
族
の
内
に
備
前
に
落
ち
の
び
た
一
人
が
赤
磐
郡
大
田
に
居
を
か
ま
え

十
七
代
伊
丹
康
人
と
な
る
」
と
、
備
前
へ
の
移
住
を
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
こ
の
大
田
で
「
代
々
医
を
業
と
し
た
」
伊
丹
氏
が
、
現
在
の
岡
山

市
北
区
建
部
町
大
田
か
ら
岡
山
市
北
区
御
津
紙
工
に
あ
た
る
天
満
の
地
へ
と
移

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
次
の
よ
う
に
由
緒
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
信
者
で
集
落
を
な
し
て
居
る
同
じ
信
仰
集
落
御
津
郡

宇
甘
天
満
は
無
医
村
の
た
め
懇
望
し
て
分
家
し
医
を
開
業
す
る
様
む
か
へ

た　

徳
川
時
代
の
事
で
あ
る

　

こ
う
し
て
天
満
へ
の
分
家
を
し
た
の
は
、
漢
方
医
伊
丹
善
平
（
明
治
二
年
四

月
二
十
三
日
没
）
で
あ
っ
た
。
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二
三

甘
」｢

鵜
飼｣

「
天
満
」
な
ど
の
地
名
に
関
連
す
る
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

次
に
、実
際
の
伊
丹
東
慶
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
評
価
を
は
じ
め
、譲
治
自

身
の
評
価
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
た
天
満
の
地
に
お
け
る
碑
文
等
を
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、現
在
の
「
天
満
公
会
堂
」
の
正
面
に「
頌
德
碑
」が
あ
り
、村
人
が
伊

丹
東
慶
を
称
え
て
い
た
こ
と
が
、碑
の
裏
面
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

伊
丹
東
慶
先
生
ハ
当
地
ニ
醫
師
タ
ル
コ
ト
三
十
一
年
在
郷
軍
人
分
會
長

タ
ル
コ
ト
マ
タ
三
十
年
村
會
議
員
タ
ル
コ
ト
十
一
年
ナ
リ
キ
不
言
実
行

五
十
四
年
ノ
生
涯
ヲ
郷
村
郷
人
ノ
タ
メ
ニ
盡
シ
テ
変
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
キ
カ

カ
ル
人
コ
ソ
マ
サ
ニ
国
家
ノ
中
堅
ト
言
フ
ベ
シ
惜
ム
ベ
シ
昭
和
十
四
年
七

月
七
日
没
セ
ラ
ル
ソ
ノ
德
ヲ
懐
フ
モ
ノ
コ
コ
ニ
像
ヲ
建
テ
永
ク
温
容
ヲ
忍

バ
ン
ト
ス

宇
甘
西
村
有
志　
　

　

こ
の
碑
は
、
伊
丹
東
慶
が
昭
和
十
四
年
に
亡
く
な
っ
た
あ
と
に
宇
甘
西
村
の

村
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
時
に
は
、
末
尾
に
挙
げ
た
写
真
の
よ
う
に
銅

像
が
制
作
さ
れ〈
写
真
２
〉、現
在
の
碑〈
写
真
４
〉の
上
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
上
部
の
銅
像
部
分
は
、そ
の
後
の
戦
況
の
な
か
で
供
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

現
在
の
よ
う
に
「
頌
德
碑
」
と
刻
ま
れ
た
御
影
石
が
置
か
れ
た
。
こ
の
伊
丹
東

慶
像
の
写
真
は
、
坪
田
理
基
男
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
坪
田
譲
治
の
元

に
あ
っ
た
ア
ル
バ
ム
の
写
真
で
、
写
真
裏
面
に
は
自
筆
に
よ
る
「
軍
服
姿
の
東

慶
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
他
の
写
真
裏
面
に
は
「
東
慶
じ
い
さ
ん
」
と
も

記
さ
れ
、
譲
治
が
東
慶
に
対
す
る
親
し
み
を
感
じ
つ
つ
そ
れ
ら
の
写
真
を
大
切

に
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
伊
丹
東
慶
と
政
野
が
二
人
で
映
さ
れ
た
写
真
と
し
て
〈
写
真
５
〉
が

あ
り
、
こ
れ
は
診
療
室
内
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
も
譲
治
の
元
に
あ
っ
た

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

�　

姉
は
田
舎
の
医
者
の
家
に
嫁
入
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
の
ま
だ
医
学
生

だ
っ
た
あ、

、

、

、

と
と
り
と
結
婚
し
た
の
で
す
。
一
年
か
、
二
年
、
学
校
が
残
っ

て
い
て
、
そ
の
学
費
と
、
開
業
費
を
私
の
家
か
ら
出
し
ま
し
た
。（『
坪
田

譲
治
全
集
』
第
六
巻　

昭
和
五
十
三
年
三
月　

新
潮
社　

一
五
八
頁
）

　

譲
治
の
作
品
中
で
、伊
丹
東
慶
を
モ
デ
ル
と
す
る
人
物
の
名
前
に
つ
い
て
は
、

小
説
「
お
化
け
の
世
界
」（
初
出　
『
改
造
』
昭
和
十
年
三
月
号
）
で
は
、
金
銭

を
「
宇う
か
い甘
か
ら
借
り
」、
そ
の
仲
裁
の
た
め
に
「
宇
甘
に
仲
へ
立
っ
て
貰
っ
」

た
と
す
る
記
述
が
登
場
す
る
。
こ
の
「
宇
甘
」
と
は
、
地
名
の
宇
甘
を
人
名
と

し
て
使
用
し
た
も
の
で
、
東
慶
が
岡
山
県
御
津
郡
宇
甘
西
村
字
天
満
（
現
岡
山

市
北
区
御
津
紙
工
）
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、そ
の
一
年
後
の
昭
和
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
小
説「
最
後
の
総
会
」（
初

出
『
文
芸
』
昭
和
十
一
年
五
月
号
）
で
は
、
伊
丹
東
慶
に
あ
た
る
小
説
の
人
物

に
「
天
満
圭
介
」（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
二
巻　

昭
和
五
十
二
年
七
月　

新
潮

社　

二
四
七
頁
）
と
い
う
名
を
あ
て
、
同
様
に
東
慶
の
居
住
す
る
地
名
の
「
天

満
」
を
姓
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
半
年
後
発
表
さ
れ
た
、
代
表
作
と
な
る
新
聞
連
載
小
説
「
風

の
中
の
子
供
」（
初
出　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊　

昭
和
十
一
年
十
一
月　

全

三
十
八
回
）
で
は
、伊
丹
東
慶
を
モ
デ
ル
と
す
る
人
物
は
「
鵜
飼
の
お
じ
さ
ん
」

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
「
バ
ケ
ツ
の
中
の
鯨
」
で
登
場
し
た
「
宇
甘
」
と

い
う
人
名
と
同
様
に
、「
宇
甘
」
と
い
う
音
と
同
じ
「
鵜
飼
」
と
い
う
表
記
を

使
う
こ
と
で
、
譲
治
に
と
っ
て
宇
甘
の
地
域
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
譲
治
は
、
伊
丹
東
慶
を
モ
デ
ル
と
す
る
人
物
の
人
名
と
し

て
、「
伊
丹
」
を
使
用
し
な
い
場
合
に
は
、伊
丹
東
慶
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
「
宇



二
四

山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

　
　

東
慶
と
政
野
の
子
孫

　

そ
の
後
の
東
慶
と
政
野
の
子
孫
に
つ
い
て
も
、
譲
治
と
の
関
係
が
続
き
、
譲

治
は
伊
丹
家
へ
の
思
い
を
寄
せ
続
け
て
い
る
。

　
　

伊
丹
慶よ

し
と人

　

東
慶
の
子
の
う
ち
、
長
男
慶
人
（
昭
和
二
十
年
一
月
十
四
日
没　

享
年

三
十
五
歳
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
り
医
者
を
目
指
し
た
。
そ
の
受

験
時
代
か
ら
、
譲
治
は
叔
父
と
し
て
慶
人
を
東
京
の
自
宅
に
下
宿
さ
せ
る
な

ど
世
話
を
し
て
い
る
。
理
基
男
氏
に
よ
る
と
「
在
学
中
に
陸
軍
の
委
託
学
生
」

（
一
六
八
頁
）
に
な
っ
た
と
い
う
慶
人
は
、
卒
業
し
て
陸
軍
の
軍
医
（
中
尉
）

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
戦
地
に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
台
湾
で
米
空
軍
機

爆
撃
に
よ
っ
て
若
く
し
て
戦
死
し
た
（
軍
医
中
佐
）。
な
お
、
東
慶
の
三
男
康

人
は
、
医
者
と
し
て
大
田
の
伊
丹
家
を
継
い
だ
。

　

譲
治
は
、
事
実
を
踏
ま
え
た
小
説
「
姉
」
に
お
い
て
、
長
男
慶
人
（
作
中
の

名
は
善
人
）
が
叔
父
譲
治
の
最
も
苦
し
い
時
の
家
計
へ
の
援
助
ま
で
考
慮
し
な

が
ら
執
筆
を
応
援
し
て
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
そ
の
慶
人
の
好
意
に
頼
る

心
境
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

　

そ
の
慶
人
の
墓
は
、
東
慶
と
同
じ
墓
所
に
並
び
、
後
ろ
に
は
次
の
よ
う
に
譲

治
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

 【
正
面
】

伊
丹
慶
人
夫
妻
之
墓

 【
正
面
右
】

昭
和
十
二
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
で
あ
り
、
譲
治
が
東
慶
と
姉
政
野
と
の
医
者
と
し
て
の
日
々

の
暮
ら
し
を
認
識
し
て
い
た
ま
な
ざ
し
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
東
慶
と
政
野
の
墓
碑
に
は
、
譲
治
の
文
章
が
、
次
の
よ
う
に
横
に
刻

ま
れ
て
い
る
（
墓
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
年
の
移
設
以
前
の
調
査
に
よ
る
）。

 【
表
】

妙
法　

杏
林
院
東
慶
事
日
熏
沙
弥
位

妙
法　

梅
林
院
沙
慶
日
香
大
姉
位

 【
横
】

伊
丹
東
慶
年
少
父
母
ヲ
失
ヒ
乏
シ
キ
間
ニ
卒
業
ヲ
修
メ
郷
村
ニ
醫
師
ト
シ

テ
五
十
五
年
ノ
生
涯
ヲ
終
ル　

妻
政
野
三
男
四
女
ア
リ　

家
ヲ
興
シ
子
女

ヲ
教
育
シ
郷
人
ノ
タ
メ
尽
ク
シ
テ
至
ラ
ザ
ル
ナ
カ
リ
キ

　
　
　
　
　

昭
和
十
四
年
七
月
七
日
没
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
弟　

坪
田
譲
治
記

　

こ
こ
に
は
、
短
い
文
章
で
は
あ
る
が
、
譲
治
の
東
慶
に
対
す
る
思
い
が
見
出

せ
る
。
ま
ず
は
、
譲
治
は
東
慶
が
幼
少
期
に
父
母
に
先
立
た
れ
て
貧
困
の
う
ち

に
熊
本
医
学
専
門
学
校
に
通
い
卒
業
ま
で
の
苦
労
を
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
譲
治
の
文
章
に
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
坪
田

家
も
学
費
と
開
業
に
至
る
支
援
金
を
出
し
て
支
え
た
東
慶
が
、
村
人
に
も
出
資

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
村
に
帰
っ
て
医
者
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
お
金
を
返
し
終

え
て
天
満
で
誠
実
に
医
師
と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
へ
の
感
慨
深
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

　

な
お
、
姉
政
野
は
九
十
三
歳
ま
で
長
生
き
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
墓
は
建
立

の
際
に
夫
婦
墓
と
し
て
作
ら
れ
、
譲
治
は
政
野
に
対
す
る
文
章
も
あ
わ
せ
て
寄

せ
た
の
だ
と
い
え
る
。　



山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

二
五

年
に
移
設
さ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
地
に
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
た
墓
標
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。　

　
　

�　

こ
の
地
の
伊
丹
家
代
々
の
墓
は
平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
に
是
清
善
導

に
よ
り
抜
魂
を
済
ま
せ
横
浜
み
ど
り
の
里
に
移
設
し
た
。

　
　

�　

天
満
伊
丹
家
は
御
津
郡
建
部
町
大
田
か
ら
分
家
し
て
御
津
郡
宇
甘
西
村

天
満
で
代
々
、
地
域
医
療
に
尽
力
し
て
き
た
が
昭
和
十
四
年
、
三
代
前
の

東
慶
の
死
去
を
機
に
閉
院

　
　

�　

息
子
慶
人
は
軍
医
と
し
て
昭
和
二
十
年
一
月
、
台
湾
嘉
善
飛
行
場
で
戦

死
、
現
在
、
孫
の
仁
朗
が
医
療
の
底
辺
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
治
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
　
　

天
満
の
地
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
年
十
月
十
九
日　

伊
丹
仁
朗　

邦
彦

　

こ
の
碑
を
建
立
し
文
章
を
寄
せ
た
伊
丹
仁
朗
氏
は
、
東
慶
の
孫
で
、
慶
人
の

長
男
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
伊
丹
家
の
医
師
と
し
て
の
家
系
を
継
ぐ
伊
丹
仁

朗
氏
は
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な
「
医
療
の
底
辺
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の

治
療
」
を
め
ざ
し
て
伊
丹
家
の
精
神
を
実
践
す
る
活
動
を
、
現
在
も
医
療
の
現

場
で
続
け
て
い
る
。

　
　

伊
丹
仁じ
ん
ろ
う朗

　

伊
丹
東
慶
の
孫
で
あ
る
仁
朗
氏
（
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
一
日
生
ま
れ
）
は
、

岡
山
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
最
初
に
岡
山
大
学
医
学
部
神
経
精
神
科
に
勤
務

し
、
次
に
倉
敷
市
玉
島
の
柴
田
病
院
等
の
勤
務
を
経
る
な
か
で
、
ガ
ン
患
者
の

治
療
に
森
田
療
法
を
応
用
し
た
「
生
き
が
い
療
法
」
を
開
発
し
た
。
そ
の
実
践

と
し
て
昭
和
六
十
二
年
に
ガ
ン
患
者
七
名
と
と
も
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
登
山
に
成
功

昭
和
二
十
年
一
月
十
四
日
戦
死　

軍
医
中
佐

護
国
院
慶
文
日
仁
居
士
行
年
三
十
五
才

 【
正
面
左
】

　

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
四
日
歿

慈
教
院
妙
文
日
行
大
姉

　
　

伊
丹
紝
子　

行
年
六
十
六
才

 【
後
】

　

わ
れ
ら
一
族
の
誇
り
で
あ
っ
た
こ
の
人
は
、
台
湾
嘉
義
飛
行
場
で
戦
死

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
葬
る
に
あ
た
り
重
代
の
家
宝
を
埋
め
る
思
ひ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
年
九
月
九
日　
　
　

坪
田
譲
治

　

最
後
の
譲
治
の
文
章
は
直
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
「
わ
れ
ら
一

族
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
譲
治
が
伊
丹
家
一
族
に
対
し

て
、
慶
人
は
姉
政
野
の
子
と
し
て
坪
田
家
の
血
も
ひ
い
て
い
る
代
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
坪
田
家
と
一
体
化
し
た
伊
丹
家
と
し
て
、
思
い
入
れ
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、「
重
代
の
家
宝
」
と
い
う
表
現
に
も
譲
治
の
慶
人
に

対
し
て
、
大
切
な
伊
丹
家
の
血
筋
と
と
も
に
医
療
の
精
神
を
継
ぐ
こ
と
に
お
い

て
伊
丹
家
代
々
の
宝
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
譲
治
は
姉
政
野
の
夫
東
慶
と
そ
の
息
子
慶
人
に
対
し
て
墓

碑
銘
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
墓
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
事
が
行
わ
れ
た
昭
和

十
四
年
と
昭
和
四
十
年
に
天
満
に
訪
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

墓
の
移
設
に
際
し
て

　

こ
れ
ら
の
伊
丹
家
の
墓
所
は
、天
満
の
伊
丹
家
の
前
を
通
る
県
道
71
号
線（
建

部
大
井
線
）
に
対
し
て
反
対
側
の
山
の
斜
面
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十



二
六

山
根　

知
子　

坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

構
え
た
。
そ
の
後
、
四
代
目
の
東
慶
の
時
代
ま
で
、
医
者
の
家
と
し
て
建
物
は

診
療
所
、病
棟
等
、充
実
が
図
ら
れ
た（〈
写
真
６
〉お
よ
び「
伊
丹
家
図
」参
照
）。

東
慶
の
昭
和
十
四
年
の
逝
去
に
際
し
て
閉
院
し
た
の
ち
の
伊
丹
家
に
つ
い
て

は
、
坪
田
理
基
男
氏
の
著
作
に
よ
る
と
、
遺
さ
れ
た
政
野
た
ち
家
族
は
生
活
に

困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
政
野
は
建
物
を
売
る
こ
と
で
辛
う
じ
て
先
祖

か
ら
の
土
地
を
保
と
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
を
譲
治
は
、
小
説
「
姉
」
で
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

家
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
売
っ
て
、
娘
た
ち
を
お
嫁
に
や
り
、
そ
し
て
末
の
男
の

子
を
学
校
へ
や
り
ま
し
た
。
診
察
室
、
病
室
、
母
屋
と
年
ご
と
に
消
え
て

行
き
ま
し
た
。
家
と
言
っ
て
も
、
建
っ
て
る
ま
ま
を
売
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。土
地
は
先
祖
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
か
ら
売
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、

彼
女
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。（
中
略
）
そ
の
頃
、
村
の
人
が
言
い
ま

し
た
。

　
　

�「
×
×
さ
ん
で
は
、も
う
何
も
な
い
言
わ
れ
て
も
、ま
だ
井
戸
が
残
っ
て
る
。」

　
　

�　

こ
れ
は
ど
う
い
う
感
情
を
含
め
て
の
言
葉
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
井

戸
は
な
か
な
か
立
派
で
、
外
か
ら
も
目
に
つ
き
ま
し
た
。
病
室
用
だ
っ
た

の
で
、
高
い
処
に
、
大
き
な
タ
ン
ク
が
坐
っ
て
い
て
、
下
に
モ
ー
タ
ー
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。
モ
ー
タ
ー
は
売
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
タ
ン
ク
を
買

う
人
は
、
そ
ん
な
山
中
に
一
人
だ
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
ガ
ラ
ン

と
な
っ
た
広
い
敷
地
に
聳
え
立
っ
て
い
て
、
道
行
く
人
の
目
に
つ
き
ま
し

た
。（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
六
巻　

昭
和
五
十
三
年
三
月　

新
潮
社　

六
一
頁
）

　

こ
の
文
章
の
初
出
は
雑
誌
『
小
説
新
潮
』
昭
和
三
十
三
年
九
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
描
写
さ
れ
た
光
景
は
こ
の
当
時
に
も
見

ら
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。な
お
、こ
こ
で「
井
戸
」と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
出
来
事
に

も
導
い
た
医
師
で
あ
る
。
そ
の
後
倉
敷
市
新
倉
敷
駅
前
に
「
す
ば
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
開
業
し
、
現
在
も
院
長
を
務
め
る
現
役
の
医
師
と
し
て
、
著
書
『
ガ
ン

医
療
の
ス
キ
マ　

30
の
可
能
性
』（
平
成
十
七
年
十
一
月　

三
五
館
）
や
『
絶

対
あ
き
ら
め
な
い
ガ
ン
治
療
30
の
可
能
性
』（
平
成
二
十
三
年
八
月　

三
五
館
）

を
刊
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
精
力
的
な
研
究
実
践
が
、
先
の
墓
標
の
言
葉
に
あ
っ
た
「
医
療
の
底
辺

で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
治
療
」
を
生
み
出
し
、
ま
た
さ
ら
に
継
続
す
る
日
々
の
信

念
あ
る
医
療
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
点
に
は
、
伊
丹
家
に
お
い
て
代
々
引
き
継

が
れ
て
き
た
医
療
を
必
要
と
す
る
人
々
に
対
す
る
使
命
感
の
継
承
が
見
出
せ
る
。

　

譲
治
は
、小
説
「
姉
」
に
お
い
て
、仁
朗
氏
の
父
で
あ
る
慶
人
の
戦
死
を
知
っ

た
人
々
が
集
う
追
悼
会
の
場
で
、
小
学
校
一
年
生
の
仁
朗
（
小
説
で
は
「
ヨ
シ

ア
キ
」
と
い
う
名
で
描
か
れ
る
）
が
「
明
る
く
愉
快
な
子
供
」
で
あ
る
様
子
を

見
て
「
胸
を
一
杯
に
し
」、
そ
の
仁
朗
が
初
め
て
そ
の
場
で
父
の
戦
死
を
知
っ

て
泣
く
姿
を
、「
見
る
に
忍
び
な
い
心
持
で
」
見
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
六
巻　

昭
和
五
十
三
年
三
月　

新
潮
社　

六
〇
頁
）。

　

こ
の
小
説
「
姉
」
を
発
表
し
た
昭
和
三
十
三
年
以
降
、
譲
治
は
、
成
人
し
た

仁
朗
氏
が
医
療
の
道
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
天
満
で
の
法
事
な
ど
感

慨
深
く
知
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　

伊
丹
家
の
土
地
と
家
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
、
伊
丹
家
の
人
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
次
に
土
地
と
家
に
つ
い

て
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
天
満
伊
丹
家
は
、
分
家
し
て
以
来
、
こ
の
御
津
郡
宇
甘
天
満
に
居
を



山
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坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

二
七

「
給
水
塔
」（〈
写
真
７
〉
参
照
）
で
あ
り
、
近
年
ま
で
見
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
の
調
査
結
果
に
よ
る
事
実
を
踏
ま
え
て
、
冒
頭
に
取
り
あ
げ
た
伊
丹
家

に
関
わ
る
一
作
品
の
童
話
と
続
く
二
作
品
の
小
説
と
い
う
三
つ
の
文
学
作
品
に

対
す
る
譲
治
の
思
い
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
譲
治
に
と
っ
て
苦
悩
の
人

生
の
な
か
で
伊
丹
家
の
人
々
と
天
満
と
の
深
い
交
流
か
ら
の
癒
し
を
得
た
こ
と

が
か
け
が
え
の
な
い
力
と
な
り
、
伊
丹
家
で
の
ひ
と
こ
ま
か
ら
の
「
鯨
」
で
子

ど
も
と
自
然
の
い
の
ち
の
漲
る
世
界
を
童
話
で
描
い
た
こ
と
と
「
お
化
け
の
世

界
」
で
大
人
の
苦
悩
の
現
実
世
界
を
小
説
で
描
く
こ
と
と
を
経
て
、「
風
の
中

の
子
供
」
で
そ
れ
ら
の
両
世
界
が
融
合
す
る
意
義
を
見
出
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
譲
治
は
、
伊
丹
家
か
ら
得
た
力
を
作
品
に
投
入
し
て
い
く
こ
の
時

期
か
ら
、
大
人
と
子
ど
も
の
現
実
世
界
を
、
逆
境
の
中
で
た
く
ま
し
く
歩
む
い

の
ち
の
世
界
と
し
て
描
く
新
た
な
段
階
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
い

え
る
の
で
あ
る
。



二
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坪
田
譲
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作
品
の
舞
台

天
満
伊
丹
家
と
坪
田
家　

家
系
図

〈
写
真
１
〉
島
田
製
織
所
社
員
時
代
の
譲
治
（
天
満
に
て　

昭
和
初
期
）

天
満
伊
丹
家
（
大
田
伊
丹
家
か
ら
分
家
）

伊
丹
善
平
（
一
代
目
）

坪
田
家
（
前
新
屋
）

坪
田
平
太
郎

醇
一

政
野

譲
治

謙
三

恭
平

正
男

善
男

理
基
男

幸

東
庵
（
二
代
目
）

研
吉
（
三
代
目
）

東
慶
（
四
代
目
）

慶
人
（
五
代
目
）

仁
朗
（
六
代
目
）

紝
子

不
二
子

敬
太

天
満
周
辺
古
地
図

五
万
分
の
一
地
形
図
「
岡
山
北
部
」（
明
治
三
十
年
測
図
大
正
十
四
年
第
二
回

修
正
測
図　

大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部　

昭
和
四
年
四
月
三
十
日
発
行
）
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二
九

〈
写
真
２
〉
伊
丹
東
慶
像

〈
写
真
３
〉
入
野
池
で
釣
り
を
す
る
譲
治
（
昭
和
七
年
頃
）

〈
写
真
４
〉
天
満
公
会
堂
前
の
伊
丹
東
慶
「
頌
德
碑
」

〈
写
真
５
〉
伊
丹
東
慶
と
政
野
（
診
療
室
に
て
）
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坪
田
譲
治　

作
品
の
舞
台

伊
丹
家
図

〈
写
真
６
〉
伊
丹
家
古
写
真
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の
舞
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三
一

　
　
　

※�

こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
坪
田
譲
治
の
三
男
で
あ
る
故
坪
田
理
基

男
氏
（
写
真
１
・
２
・
３
・
５
・
６
）
と
伊
丹
仁
朗
氏
（
写
真
７
）
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
な
お
、
現
在
の
写
真
（
写
真
４
）
は
筆
者
に
よ
る
。

　
　
　

※�

伊
丹
仁
朗
氏
に
は
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
全
面
的
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
た
こ
と
を
深
謝
し
た
い
。

　
　
　

※�

鵞
峰
山
常
在
寺
の
住
職
是
清
圭
吾
氏
な
ら
び
に
本
郷
寛
武
氏
に
は
情

報
提
供
お
よ
び
調
査
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
宮
嶋
泰
明
氏
に
は

資
料
・
調
査
を
踏
ま
え
た
「
伊
丹
家
図
」
の
作
成
と
本
稿
掲
載
へ
の

快
諾
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
を
も
っ
て
記
し
た
い
。　
　
　

（
や
ま
ね　

と
も
こ
＝
本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
）

キ
ー
ワ
ー
ド　
　

坪
田
譲
治
、
天
満
、
伊
丹
東
慶

〈
写
真
７
〉
給
水
塔




